









Workplaces and Clothing of Heian Nobles:
Examination of the Situational Changing of Clothes
Yu Meng
Abstract: Sokutai (束帯) was a compulsory dress code for the attendance of any ceremony or 
meeting conducted by the government. It was developed after the 10th century, along with 
several other national customs. Although sokutai was a normal dress code for nobles during 
the Heian Period (794‒1185) in Japan, nobles dressed diﬀ erently according to their rank and the 
place of the event. Therefore, there were many diﬀ erent types of clothing designated for nobles 
to wear in various situations. The main types of the clothes they wear consist of sokutai, noushi (直
衣), houko (布袴) and ikan (衣冠). This article discusses the ways that nobles dressed accordingly 
to their rank the attire designated in the place of event or workplace, and the ways they 
changed their clothes when they realized they were wearing unsuitable clothing compared with 
others at the Imperial Palace. An examination of ancient history in Japan veriﬁ ed that nobles 
wore diﬀ erent types of attire based on the function of their work.





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































臣 ･ 大中納言 ･ 参議）の直廬（「宿所」）は，公卿座・
議所 ･ 上官侍など太政官関係空間である宜陽殿の東庇
だったと考えたい。
　蔵人頭・蔵人の宿所は，『西宮記』「所々事」に「頭
宿所，〈在宿所舎北端，〉有二人之時一人，〈在作物所
北，相職以右兵衛陣北為宿所，〉／蔵人五位，在堂舎
南面，六位，西面，」とある。「内裡図」には蔵人所が
置かれた校書殿の西に位置する「蔵人所町屋」北廂を
「頭宿所」としており，「宿所舎」＝「蔵人所町屋」が
蔵人頭の宿所だったことがわかる。蔵人頭が2人いる
ときは，源相職が頭に補任された天慶4 （941） 年以降
は陰明門（右兵衛陣）北舎がもうひとりの宿所であっ
た (12)。それ以前は内裏南西隅にある作物所の建物の
北部分だった。
　五位蔵人 ･ 六位蔵人の宿所は，「堂舎」南面と西面
とするが，「内裡図」には「蔵人所町屋」に「蔵人宿屋」
の記載がある。六位蔵人の宿所については『侍中群要』
に「宿所合宿可然先達宿所」とあり，新蔵人は上臈蔵
人の宿所（西廂をいくつかの部屋に仕切っているのか）
に「合宿」したようだ。このように蔵人頭・五位蔵人・
六位蔵人は彼らの「宿所」で休憩・宿泊・着替えを行っ
ていたのである。
　殿上人の宿所はどこだったのか。３－１でみた蔵人
頭 ･ 五位蔵人・殿上人の同宿は談話のための寄合だか
ら，殿上人にも独自の宿所があったはずである。私は，
校書殿の北に張り出し，小庭を挟んで清涼殿の殿上の
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間と対面する「下侍」ではなかったかと考える。『禁
秘抄』(13) は「下侍」が四面畳敷きで炭櫃があり「侍
臣乱遊所」であったとし，藤原定家の『明月記』には，「参
内，昇下侍，雅親・教成等朝臣，在此辺」（建久9 （1198） 
年正月7日条），「昇下侍暫坐，人々漸参集」（同9日条），
「（行幸），予還下侍，帯弓箭，参御殿」（同6月13日条）
などとある。下侍が侍臣＝殿上人が集まり着替えをし
（ここでは弓箭だが），「乱遊」する空間であったこと
がわかる。殿上人の「宿所」ではなかったかとする理
由である。
おわりに
　本稿では，正装の束帯で参内 ･ 退出する平安貴族が，
勤仕場所（御前・殿上・陣座）・勤仕内容（儀式・行
事・祗候・宿直）に応じて，束帯から直衣・衣冠へ，
直衣・衣冠から束帯へとしばしば着替えを行っていた
こと，着替える場所は内裏内のそれぞれの「直廬＝宿
所」だったことを論じた。摂関（内覧）の直廬が后妃
殿舎，蔵人の宿所が蔵人所町屋北庇（頭）・西廂（五
位六位）であることは知られているが，本稿では公卿
は宜陽殿東庇を，殿上人は校書殿北「下侍」を宿所と
していたと推定した。
　しかし本稿では，公卿・殿上人・蔵人の天皇御前で
の奉仕形態と装束の関係（どんな場合どういう装束
か），天皇御前での内々の行事（内宴や御遊，遊宴や
野行幸）における装束について，着替えと関連づけて
ほとんど検討を加えることができなかった。これらの
論点については，公卿・殿上人・蔵人の束帯・衣冠・
直衣と禁色勅許・雑袍勅許の具体的関係とも絡めて，
次の課題として取り組みたい。
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